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平成20年度 総会・懇親会を振り返って

来年度は雨期を避けて５月９日に開催

平成20年度の総会・懇親会を振り返って、

役員会で今後の在り方を検討しました。

課題は３点です。

①開催時期

②懇親会のアトラクション

③懇親会の参加者確保および収支

１．雨期の開催時期について

毎年６月の土曜日に開催していましたが、

今年度は特に豪雨に見舞われてしまいまし

た。交通機関の運行中止や、市役所の防災

待機発令などにより、楽しみにしておられ

た10名程度の会員が欠席を余儀なくされま

した。

そこで、協議の結果、来年度は雨期前の

５月９日㈯で準備を進めることになりまし

た。

２．懇親会のアトラクションについて

恒例のアトラクションとして「ビンゴ

ゲーム」による豪華賞品で楽しんでもらっ

ていますが、さらに盛り上げられないかと

いうことで、参加者に「かくし芸」を披露

してもらう方向で検討することになりまし

た。

３．懇親会の参加者確保および収支につい

て

収入については、パーティ券収入を基本

としています。20年度は174枚を購入いた

だきました。

ただ、当日の出席者は67名で、パーティ

券購入者の38％に留まり、６割の人は結果

として寄付をしてもらったというのが実態

です。

それでもなお、10万円が不足し、一般会

計から支出しています。

出席者の拡大と収支バランスは今後の大

きな課題となっています。

徳永 進（45入・経済）



私たち３年生の経済法（岩本）ゼミは、女性

９人、男性２人の計11人のメンバーです。一見

女性が多くて男性が肩身の狭いゼミのようです

が、みんな仲がよく、飲み会も時々やっています。

現在ゼミでは、消費者法に関係する高校生向

けのテキストと指導用のティーチャーズテキス

トを作成しています。このテキストは、消費生

活をめぐる詐欺や事件について、高校生が正し

い知識を身に

つけて、自分

の身を自分で

守るためのも

ので、学校現

場で実際に使

用されるものを目指して作成しています。しか

し、法律関係ということもあり、説明や内容が

難しかったりするので、分野ごとに班を分けて、

内容を濃く、そして分かりやすくするためにグ

ラフや例などを出しながら、みんなで試行錯誤

しながら頑張っています。

ゴンドラで聞くカンツオーネに感動

もうひとつの名物は「ゴンドラ」。今はすべて

の船が「黒」統一されているが、もともとは鮮

やかな、色とりどりの船が運河を往き来してい

たようだ。コストの問題もあってか、その後の

外観は「黒」で統一された。ゴンドラとは地元

の方言で「揺れる」という意味で、市内の運河

を交通する手こぎ用の小舟だ。長さ11メートル、

幅1.5メートル以下のこの小舟は造船上からみ

ても、実に効率的で小回りが利くように設計さ

れている。16世紀頃には、約１万隻以上のゴン

ドラが運河を行き交っていたそうだが、いまで

は水上バスや水上タクシーなどの機械船舶に押

されて数百隻までに減少している。我々観光客

は４隻の小舟に分乗したが、同乗して歌ってく

れたガイドさんのカンツオーネの美声は、高い

ビルの谷間を走る狭い運河に美しく響いて素晴

らしく、感動的

であった。約30

分の運河の旅を

満喫して船着場

に上がると、

チャッカ リ、

チップ受取人が

いるが、あのカンツオーネには少々のチップは

当然という感じ。

マルコ広場のドウカーレ宮殿の裏側と牢獄館

をつなぐ橋は「嘆きの橋」と呼ばれているが、

その謂れは、この橋を渡った囚人は二度と、も

との社会には戻れないと宣告されるから、この

橋の上で己の悲運をしみじみ嘆いた由。

できれば、もう一度、サンマルコ広場に座っ

て夜の運河をしみじみと眺め、カンツオーネを

聞きたいものだ。 臼井 寛（30入・法)
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カンツオーネを聞きながら

ゼミナールの紹介 第５回

ヴェネツィアの旅



翌大正12年９月１日午前11時58分、関東地

方一帯を襲ったマグニチュード7.9の大激震は、

死者、行方不明者10万人を超えた。関東大震

災で犠牲者を慰霊するため各種行事の自粛措

置が西 僻遠のこの地にも及び、盛り上った

対抗戦は中止に。震災は過熱気味の両校の応

援に水を差したと思われたが、蓋をあけると

前回以上に華々しいものとなった。

大正13年７月15日、初夏の陽光を浴びて福

高の選手と応援の生徒、市民を乗せた臨時列

車が10時50分佐賀駅に着いた。手に手に赤旗

を振り、応援歌を歌い雪崩を打って降り立った

のには、佐高の生徒や佐賀市民は瞠若した。

またたく間に駅前の広場は二重三重の人垣が

できて、埋め尽くす。その数１千人。

佐賀ん町はまだ馬鉄(馬車鉄道)の走る時代。

蒼天の下、福高の大応援団が行く。20畳敷き

の大赤旗に校章染め抜きの赤旗を靡かせ、大

太鼓を荷車に乗せて打ちならしての威風堂々

の行進。応援歌を歌い唐人町を過ぎたあたり

で、ストームを。松原神社で昼食をとるなど、

対佐高戦の人気はいやが上にも高まった。

一方、十五畷に満を持す佐高軍は白地に黒

く菊葉の校章を染め抜いた60畳敷き、幅４㍍、

長さ20㍍もある大旆(旗)を組んだ高櫓に垂ら

し、20数 (本)の白旗を林立させて迎撃の

陣。一斉に打ち鳴らす太鼓の音が、福高戦の

興趣を注ぎ、広いグラウンドを市民が幾重に

も囲み、４万人ともいわれた。こうした一塁

側に白旗の翻る佐高の陣立ては、福高軍を抱

きかかえる鶴翼の陣で、合戦の絵巻物だ。

試合直前になって天候が急変した。強風が

吹き荒れ応援旗が弓なりに折れ、砂塵濛濛、

これから始まる白熱の戦いを予兆するようだ。

午後２時28分、烈風をついて始球式を。佐高

の生駒萬治校長が投手をつとめ福高秋吉音治

校長が捕手に回った。試合はまたしても福高

和田新一投手にひねられ、安打はわずか２本

で９－１。福高が二連覇した。

試合は午後６時14分に終った。３時間46分

にも及ぶ長い試合は、佐高高島昌夫投手（大

正14年卒、京大法学部卒）が病後で、強風を

受けてしばしば立ちすくみ、インターバルを

長くとったからだ。和田投手は翌14年福高を

卒業。佐高戦は春秋に富む思い出を秘めた過

客となった。 大谷 希幸（30卒・法）
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歌は流れる その54

先日、裁判員制度普及のイベントに参加し

てきました。数年前から裁判員制度が始まる

ことについては、新聞などで知っていました

が、具体的内容についてはほとんど解らな

かったので、非常に有意義な時間を過ごすこ

とが出来ました。今年の11月から平成21年の

裁判員候補者名簿の作成が始まり、最終的に

裁判員として裁判に参加するのは裁判毎に６

名です。最高裁判所の推計では１年間で裁判

員になる確率は約5000人に１人だそうです。

この確率については人によって感じ方が違う

と思いますが、来るべき日に備えて制度を理

解し、気持ちの準備だけはしておかれてはい

かがでしょうか。写真はイベントに参加し、

裁判官から法服を借りて着た時の私です。

坂本 裕三（62入・管理）

近 況 報 告
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Ｈ20．４．24 第26回「クリエイティブ21」

佐賀大学理事 田代洋丞氏

25 佐賀大学と佐大同窓会との意見

交換会

５．１◇会報「なんよう№88」発行

16 佐大同窓会会報「楠の葉 №９」

編集会議

６．４◇楠葉同窓会「役員会」

11 佐大同窓会代表役員会

21◇楠葉同窓会総会・懇親会

╱はがくれ荘

27 第27回「クリエイティブ21」

佐賀大学理事 向井常博氏

７．１ 会報「楠の葉 №９」発行

９ 佐大同窓会代表役員会

11 福岡地区支部総会・懇親会

╱ソラリアホテル

16◇楠葉同窓会「役員会」

８．６ 佐大同窓会代表役員会

９．８ 佐大同窓会代表役員会

17◇楠葉同窓会「役員会」

26 第28回「クリエイティブ21」

佐賀大学理事 野中 修氏

29◇会報「なんよう№89」編集会議

10．４ 鳥栖三神支部総会・懇親会

╱ビアントス

８ 佐大同窓会代表役員会

８ 単位提供講座キャリアデザイン

（自己発見講座）開講

15 佐大同窓会定例秋期役員会

15 単位提供講座キャリアデザイン

（講師：佐藤知佳氏）

22 単位提供講座キャリアデザイン

（講師：浅山 瞳氏）

25 大分支部総会・懇親会／大分第

一ホテル

【佐賀大学東京オフィス】

東

国立大学法人佐賀大学東京オフィスは、平成

16年10月に、「情報の推進及び発信、企業との連

携等を行い、もって、本学の教育研究の進展、

学生の確保、就職の支援及び産学官連携の推進

を図る」ため設置されました。

当初、東京都港区田町駅前のキャンパスイノ

ベーションセンターに設置されていましたが、

昨年11月に、東京佐賀県人会事務所内に移転さ

れました。

東京オフィス要項第３(利活用)⑹には、同窓

会組織等との連携活動のために利活用すると規

定されています。

学生等との情報交換、同窓会活動等に活用さ

れますようご案内いたします。

前申し込みが必要です。

【締

京都千代田区神田西福田町３新樹ビル２Ｆ

ＴＥＬ・ＦＡＸ：03―3256―9910

【シンポジウムのお知らせ】

佐賀大学有明海総合研究プロジェクト

東京シンポジウム

開催日 2009年１月13日㈫ 13時～

会 場 CIC東京 １階 国際会議室

●本シンポジウムは事

nt.

html

― ―4

.ci

切：12月５日㈮】

詳細は，

http://www.ariake .jp vil.saga-u.ac  eve/

事 務 局 日 誌 (◇印は楠葉同窓会)




